平成17年６月17日

日本地震工学会
脆弱建造物の改修と人口集積地域の地震防災対策推進とその方策に関する研究委員会

第３回委員会　議事録
日時：平成17年６月17日(金)　15:00－17:00

場所：東京大学生産技術研究所　都市基盤安全工学国際研究センター　
　　　レクチャールーム　(東京都目黒区駒場4-6-1)

出席予定(敬称略)：市川・岡崎・小檜山・高島・田中(聡)・津川・西川・畑中・牧・目黒・
　　　　　　　　　吉村
配布資料：
資料１　第２回委員会議事録(案)
資料２　本年度委員名簿
資料3　最終成果イメージ一覧

資料４　本年度のアクションプラン案
資料５　昨年度予算報告および本年度予算案
資料6　論文「フィリピン・マリキナ市における枠組組積構造Non-Engineered住宅の耐震  

        安全性に関する考察」(地域安全学会論文集No.6, pp.25-34, 2004.11)

資料７　論文「フィリピン・マリキナ市におけるNon-Engineered住宅の耐震安全性に関

        する研究」(日本建築学会大会学術講演概要集，pp.1001-1014, 2004.8)
資料８　パンフレット「RC Frame Masonry Wall Structure in the Resettlement Site of 

        Marikina」
資料９　H17内閣府委託「政府広報テレビ番組　日本の国際防災協力　想定構成案」
資料10　国連防災世界会議　政府全体会合ステートメント

資料11　住宅・建築物の地震防災推進会議「提言 住宅・建築物の地震防災対策の推進のた

　　　　 めに」

資料12　内閣府「防災に関してとった措置の概況　平成17年度の防災に関する計画」要旨

議事：
１．前委員会の議事録案の確認
２．最終成果イメージに関する討議

・  事前にメールで提出していただいた各委員の意見を一覧にまとめ，最終成果イメー

　　ジの共有化を図った．

· 成果報告書は，最終成果イメージの各項目に提言や各委員の活動事例を織り交ぜる形で作成したい．その際，議論をもとに事務局側から雛形を提示し，皆に分担執筆してもらい，全体をまとめる．
· 途上国と先進国での脆弱建物は強度の状況・発生形態等が異なる．両者の共通点・相違点も比較する予定である．

· EERIのHousing Encyclopediaは網羅的に脆弱建物の例を紹介しているが，統計的な視点は薄い．本活動の一環として，脆弱建物の統計に関する情報もデジタル情報アーカイブに収められれば良い．

３．話題提供
・話題①：富士常葉大学　田中聡委員
　　「フィリピン・マリキナ市における枠組組積構造Non-Engineered住宅の耐震安全性
　　　に関する研究」

・話題②：東京大学生産技術研究所　目黒委員長

　　「梱包用荷造りひもを用いた組積造建物の耐震補強方法の振動台実験」

　　　（内閣府政府広報テレビで紹介される予定）

４．本年度のアクションプランの確認

５．シンポジウム開催に関する検討

・　地震工学会年次大会でのセッションに登録してはいかがか．
· 委員会独自のフォーラム／シンポジウムとして，下記のイベントに参加するという案が出された．議論の対象を日本の建物とするか，海外も含めた建物とするかが問題であるが，まずは，参加の可能性・日程・費用等に関する情報を吉村が収集することになった．

9月末　震災対策技術展（長岡市）


来年2月上旬　震災対策技術展（横浜市）


9月上旬　内閣府防災フェア（仙台市）


来年1月　UNCRD　学校の耐震化に関するシンポジウム（神戸市）


8月末　防災ナイター（野球場，エンターテインメント性が必要，市川委員の情報）
６．その他
・委員会ホームページ


市川委員が担当してくださることになった．今後は，委員会のページにリンクし
てほしいURLを各委員から集め，吉村から市川委員に連絡する予定である．

・次回の委員会：8月の予定

